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中川雄一郎（協同総研理事長／明治大学）

ジョージ・ミューディと協同経済組合

　ラナーク州当局によって無視された『ラ
ナーク州への報告』をロバート・オウエンが
公表した結果、イギリス社会に１つの歴史的
な運動が生まれ、重要な協同思想が体系化さ
れていくことになるとは、当のオウエン自身
も予想だにしなかったことである。オウエン
が『ラナーク州への報告』を公表したのが
1821年1月15日から27日の間であるから1）、
イギリスの労働者階級－といっても、産業革
命によって危機に晒されている上層労働者や
熟練職人たち－がいかに自分たちの利益を擁
護する思想体系を待ち望んでいたかが解ろう
というものである。1820年8月にロンドンの
印刷工（植字工）たちは、「労働者階級の状態
と社会全体との実質的改善を遂行する」ため
に彼らの指導者であるジャーナリストの
ジョージ・ミューディが提案した「協同組合
計画」(the Plan of Association)について検
討し、彼の「計画」を実行に移すことを決め、
翌1821年1月13日に次のような印刷工の『委
員会報告』がまとめられ、10日後の23日の集
会で「協同経済組合」(The Co-operative and
Economical Society)の形成が示唆される。す
なわち、

労働者階級が現に被っている「未曽有
の全般的苦悩」の直接的原因は「人間労働
を省力化するための機械的イノベーショ
ンがここ20～30年の間になされた驚くべ
き進歩にある」のだが、しかし、「こうい
う有用なイノベーションが有害になり、
矛盾した結果をもたらすのは、きわめて
誤って構成された社会機構」によるので
あるから、既存の社会機構=社会システム
を改革して、「科学的、機械的な能力の拡
大が確実に人類全体に最高の利益をもた
らす」ようなより良き社会システムを創
造しなければならない。
では、そのより良き社会システムとは
どのようなシステムなのか。それは「相互
協同の計画」を採用した結果、次のような
利益と富をもたらすことができるシステ
ムである。すなわち、「2つの金銭的利益」
と「新しい富」をもたらすシステムであ
る。前者は、「第1に、個人的生活の場合
は小さな小売店で少量しか－それもしば
しば掛買いで－手に入れることができな
い食料品や他の商品を、（集団的な共同生
活によって可能となる）現金払い方式に
よって卸売価格で購入することで生みだ
される節約、第2に（集団的な共同生活に
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よって可能となる）料理、醸造、パン焼き、
洗濯それに部屋掃除などのための用具や
器具の費用の節約、第3に（集団的な共同
生活によって可能となる）水光熱費の節
約、第4に（集団的な共同生活によって可
能となる）家事労働の社会化によってコ
ミュニティ内の女性が節約する時間的価
値」、である。後者は、「土地の耕作からか、
あるいはコミュニティ内の協同組合によ
る製造業から生みだされる新しい富か、
あるいは協同組合の取引きから生じる利
潤」である。こうして、成人男子の構成員
がこれらの利益や富のうちから基金に毎
週1ギニー（21シリング）を支払い、また
その総額ですべての生活必需品、生活を
快適にし安楽にする豊富で数多くの品物
をコミュニティに供給することができる
ようになれば、コミュニティは「労働者の

パワー

独立を導くための能力を備える」ことが
できるようになる。

　『委員会報告』は、要するに、共同生活を基
礎とする「相互協同のコミュニティ」では、第
1に生活必需品の大量共同購入による金銭的
利益の獲得（中間利潤の排除）、第2に共同生
活に基づく労働やサービスの社会化による経
済的価値と利益の獲得、第3にコミュニティ
の構成員に農業と製造業それに共同購入など
の取引きにおける雇用を確保し、かつそれら
の経営から得られる利益の獲得を可能にする、
というものであり、このような利益や価値を
実現する社会システムに基づくコミュニティ
を建設して、労働者の独立を達成しよう、と
主張しているのである。
ミューディや印刷工たちは、このような新
しい社会システムの確立を目指して「ロンド
ンに250 家族から構成されるコミュニティ」

の建設にとりかかるが、しかし、実際には
ミューディの家族を含めて22家族の参加しか
得られず、しかも、オウエン主義的な「コミュ
ニティ」の建設ではなく、「集合家族」
(congregated families)のコミュニティを建
設しようとするものであった－例えばそれは、
250家族がコミュニティで生活し、そこで相
当の利益が獲得されることを他の労働者に証
明してみせて、次にそれを目撃した労働者が
自分たちの住んでいる場所で協同経済組合に
参加して組合員となり、時機をみてある場所
に集結し、コミュニティを建設する、という
方法である。結果的に、ミューディたちの努
力も空しく、早くも協同経済組合は翌年の
1822年に解散してしまう。
ミューディたちの実験はほんの僅かな時間
しかなされなかった。しかしながら、この実
験と彼らの考え方は実に重要であり、ある意
味で、ロッチデール公正先駆者組合の生誕に
行き着く、近代協同組合運動の源流を創りだ
したものだと言い得るのである。
ミューディは、機関紙『エコノミスト』

（1821年1月27日・No.１～1822年3月9日・
No.52）を発刊し、その機関紙を「オウエン氏
によって計画された新しい社会制度の証明に
役立つ定期刊行紙および労働者階級が現在の
職業を継続している間に彼らの状態を改善す
るための協同組合計画」を提案するものだと
位置づけた2）。彼こそ最初のオウエン主義者
(Owenite)なのである。彼は、その『エコノミ
スト』で、「協同経済組合の究極目的は、
ニュー・ラナークのオウエン氏によって描か
れた計画に則り、農業、工業および取引きを
結び合わせ、一致と相互協同の村を建設する
ことである」が、「当面の目的は、適切な建物
を確保し、そこでオウエン氏の計画から引き
出し得る、できる限り多くの利益がロンドン
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で平素の職業に従事している人たちによって
享受されることである。（したがって）協同経
済組合の第1の－というのは、もっとも達成
可能であるから－目標は、卸売価格で食料、
衣服および他の生活必需品を購入するための
ファンド

資金を形成することである」。この他に、協同
経済組合は、失業した組合員のために雇用を
創出すること、病気の組合員や高齢の組合員
とその家族に生活資料を供給すること、宗教
的・政治的中立を保証することなどを目標と
してあげている3）。
『委員会報告』と『エコノミスト』とに見ら
れるように、ミューディたちの協同経済組合
は、一方で－集合家族形式であれ－コミュニ
ティの建設を目指し、他方では農業や製造業
における生産と取引きによって生みだされる
金銭的利益や他の経済的利益を追求する、と
いうロッチデールに繋がる協同組合運動にお
ける「2つの発展流」4）を創りだした。この「2
つの発展流」こそ、近代協同組合運動の流れ
を形づくる出発点となるのである。そして前
者の流れはコミュニティ建設の運動を展開し、
後者の流れは労働者生産協同組合型運動や消
費者協同組合型運動を展開して、協同組合運
動が労働者階級の人たちによって社会変革の
運動と見なされていくようになるのである
（現代のモンドラゴン協同組合企業体も、ある
意味では、コミュニティの建設と協同組合企
業による経済的利益の追求とを継続的に展開
している、社会変革・進歩の運動である、と
見ることができる）。だが、協同経済組合は、
そのような発展流による協同組合運動の進行
方向を決めるのにはあまりに力不足であった。
この仕事は1824年に創設されるロンドン協同
組合に託されるのである。

ロンドン協同組合（1824－1834年）

　オウエンがアメリカでニュー・ハーモニー
コミュニティ

共同体を建設するためにイギリスを去った
1824年にロンドン協同組合が創設される。そ
してロンドン協同組合は、協同経済組合が遣
り残した大きな仕事に挑戦することになる。
ロンドン協同組合は「ロンドンの50マイル5）

以内にコミュニティを建設する」計画を掲げ
ることで、協同経済組合の仕事を受け継いだ
のである。協同経済組合の機関紙『エコノミ
スト』に代わるロンドン協同組合の機関誌
『協同組合雑誌』(The Co-operative Magazine and
Monthly Herald)が 1826年 1月に刊行される
（『協同組合雑誌』は1830 年 3 月をもって廃
刊）。オウエンは、この『協同組合雑誌』
(Vol.2, No.11, November 1827)の脚注で、
ジェームズ・ミルやマルサスに対置して、自
分たちを「社会主義者」(Socialists)と名乗り、
イギリスにおける「社会主義者」の語源をつ
くった（後にオウエンは、『ニュー・ハーモニー・
ガゼット』で「社会主義」(Socialism)という用
語を使用している）。
　オウエン--オウエンはアメリカとイギリスをし
ばしば行き来していた--とウィリアム・トンプ
ソンが指導者であったロンドン協同組合は、
ニュー・ハーモニーやオービストン・コミュ
ニティの実験を観察するだけでなく、「ロンド
ンの50 マイル以内にコミュニティを建設す
る」計画を立て、1826年2月には「4,000ポン
ドの株」を集めた、との記録が残されている。
この年の中葉にオウエンが帰国することから、
この計画が着手されると思われた。実際のと
ころ、ロンドン協同組合の組合員は、ニュー・
ハーモニーやオービストンが破局をむかえる
までは、彼らの計画も前進すると確信してい
たのであるが、コミュニティの建設基金の目
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標5万ポンドに対して、集めた基金は4,000ポ
ンドにすぎず、計画の実行は先延ばしにされ
た。ところが、計画の実行を延期して基金の
拡大を図るという行動が別の大きな成果を生
み落とすことになったのである。基金を集め
るために、ロンドン協同組合の内部に「労働
者生産協同組合型運動」と「消費者協同組合
型運動」が組織されるのである。
　1826年7月に「協同コミュニティ基金協会」
(the Co-operative Community Fund
Association)が結成される。この協会は「比
較的小規模な協同コミュニティを形成する基
金を集める」ための組織で、基金が500ポン
ドに達したなら、適当な広さの土地を賃借し
て農作物を栽培し、建物を建築するための労
働者を雇用することになるので、協会の組合
員は1人25ポンドを集めるものとされた。こ
の協会を組織したC．F．C．というイニシャル
で自らを呼称していた人物は、上層労働者や
熟練職人を対象に組合員を募り、オウエンが
主張するような大規模なコミュニティではな
く、小規模なコミュニティの建設を模索した
のである。これは、後にオウエンとトンプソ
ンが協同コミュニティの規模と基金をめぐっ
て鋭く対立することになる、前哨戦であった。
ロンドン協同組合の組合員は、「協同コミュニ
ティの建設」を、労働者が自らの持てる能力
で自らを「資本の抑圧から解放する」運動だ、
と見なしていたのである。トンプソンはこの
路線をもち続けるのである。
　1827年の初めに、C．F．C．は、その基金協
会内に「補助基金」(Auxiliary Fund)を組織す
る。おそらく、思ったより基金が集まらな
かったのであろう。この補助基金は、「協同コ
ミュニティ基金協会」の支援を目的とし、協
会の組合員のために生活必需品や他の品物を
購入し、それらを組合員に供給（販売）する、

という「取引き」から生じる利潤を蓄積して
基金を増やそうと意図したものであった。彼
は言う。「取引きを手広く営むためには、もち
ろん、相当の資本が必要である。われわれは
既に、取引きを開始してから現在までに販売
された品物に対する利潤から得られた資本を
所有している」6）。この補助基金は「コミュニ
ティ設立のための周知の定式になった初期の
実例」の1つであった－最初の実例は、先に
述べたミューディのそれである。
　『協同組合雑誌』の第5号、9号、11号（い
ずれも1827年）に「ブライトン協同慈善基金
協会」(the Brighton Co-operative Benevolent
Fund Association)についての記事が掲載され
ているが、このことは、ロンドン協同組合内
部で取り組まれた「消費者協同組合型運動」
の流れがブライトンに波及したことを知らせ
るものであった。この協会は、ブライトンの
ウィリアム・キング博士－彼については次回
に述べる－の友人で、指物師のウィリアム・
ブライアンが協同コミュニティの建設基金を
集めるためと労働者に協同組合制度の知識を
普及するために設立した組織である。ブライ
アンと協会の組合員は、この協会の内部に
「協同取引き組合」(the Co-operative Trading
Association)を開設し、「協同コミュニティ建
設基金の蓄積のための『控えの間』」を準備し
たのである。この「協同取引き組合」が、キ
ング博士の指導の下、ブライトンで展開され
る「消費者協同組合」の一翼を担うのである。
ここでいう「控えの間」とは文字通りの「消
費者協同組合」のことである。
　他方、ロンドン協同組合では、もう1つの
「控えの間」としての「労働者生産協同組合型
運動」が組織され、展開される。1827年9月
にウィリアム・キング－彼はブライトンの
ウィリアム・キング博士とは同姓同名の別人
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である－によって組織された「共同交換組合」
(Union Exchange Society)がそれである。キ
ングは共同交換組合についてこう述べている。
すなわち、各組合員は、各自の職業で生産で
きる品物を持ち寄って相互に取引きし、その
取引きに一定の比率を課してコミュニティ建
設の基金を確保すると同時に、得られた残り
の利潤を組合員の間で平等に分配し、かくし
て「買い手と売り手の間に共通の利益をつく
り」だすのである。この共同交換組合は、オ
ウエンの「労働交換所」(Labour Exchange)を
含む1830年代における協同組合運動の特徴と
ロッチデール公正先駆者組合以後の労働者生
産協同組合運動の萌芽的特徴を併せもってい
る点で非常に興味深い。
　前者の特徴は、各組合員が生産した品物を
各自持ち寄り、その品物に価格を付けて相互
に取引きするという－先回の「物語」で述べ
た－オウエンの「自然的価値標準」（これはオ
ウエンの「労働価値」説でもある）に従った
「労働交換所」を先取りしている、ということ
である。事実、キングは、「われわれの指導者
オウエン氏の助言に従って」共同交換組合を
設立した、と『協同組合雑誌』( N o . 1 2 ,
December 1827)に記している。
後者の特徴は、組合員の間で利潤を分配し
たことである。1820年代から1840年代におけ
るオウエン主義の協同組合運動は、基本的に、
協同コミュニティを建設して新しい社会経済
システムを打ち建てる、という社会変革を目
的としていたので、消費者協同組合型運動に
しても労働者生産協同組合型運動にしても、
獲得された利潤はコミュニティ建設の基金と
して蓄積することが原則であり、組合員の間
での利潤分配を認めていなかった。しかし、
周知のように、先駆者組合は組合員に利潤を
分配することで発展し、また1850年代以降の

協同組合運動は消費者協同組合も労働者生産
協同組合も利潤を分配するのが一般的となり、
両者はやがて利潤分配をめぐって路線対立す
るまでになる。1820年代後半のこの時期に共
同交換組合が組合員の間で利潤を分配したこ
とは、先駆者組合を予兆させる同時に、オウ
エン主義を思想的基礎とするロンドン協同組
合がなお「自然発生的な生活防衛的組織」と
しての初期協同組合運動の母斑を引き摺って
いたことを表現していたのである。
ロンドン協同組合は1834年に解体するので
あるが、オウエンやトンプソンは1830年代前
半の時期に「オウエン主義の世界」を代表す
る協同組合コングレスに勢力を傾注する。し
かし、その前に、ブライトンのキング博士が
イギリスの協同組合運動に大きな転機をもた
らす試みを行なったことを記さなければなら
ない。いずれにしても、1820年代末から1830
年代前半におけるイギリス協同組合運動は、
キング博士の思想、オウエンの「労働交換
所」、協同組合コングレス、ララヒン・コミュ
ニティの実験などさまざまな試みと転換が入
り交ざる、「螺旋的発展」の時期を通過してい
くのである。次回はこれらの試みや実験につ
いて語ることにしよう。
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